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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
公聴会において出席者から、グラファイトの添加の影響、酵素添加に伴う「頭打ち現象」につい
て、酵素反応モデルからの質問、2種類の類似酵素の挙動、タンパク質濃度の低下と活性の低下
の関係、静置における酵素反応の具体的なやり方、酵素コストと全体コストの関係、爆砕法が連
続化できることについて、等、様々な質問が与えられたが、すべて論文提出者によって適切に答
えられ、質問者の満足を得た。 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、
本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
